
写真① 

 

 

写真② 

 



写真③ 

 

 

写真④ 

 

赤線より上は絶対に水を掛けない。照明器具の故障につながる。 



写真⑤ 

 

 

  

 



写真⑥       写真⑦ 

  

籠を取り出して、5面全て拭くこと。   埃がたまりやすいので注意 

 

写真⑧       写真⑨ 

  



写真⑩ 

 

補充後、ノズルの向きを正面にそろえること。 

 

写真⑪ 

 

補充後、ノズルの向きを正面にそろえること。 



写真⑫       写真⑬ 

   

左からボディーソープ、シャンプ、コンディショナー 箱は奥までしっかり入れること 

 

写真⑭        

   



写真⑮ 

 

 

 

測定後、測定時間と残留塩素濃度を記入すること。 



写真⑯ 

 

薬の容器の中のスプーン一杯分を入れる。 


